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平成２５年９月 鴻巣市議会定例会一般質問                     

 

                                                      

質問順位       １  岡田恒雄 （一括質問・一括答弁式） 

 

１ 環境産業行政 

 (1) 使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律施行に伴う本市の 

対応について 

  ア 本格的な実施は 

  イ 今までの不燃ゴミ、粗大ゴミ収集による小型家電の内訳 

  ウ 実施に伴い、小型家電を不燃ゴミ及び粗大ゴミと分離しなければならな 

いが、回収品目について 

  エ 本法律を実効あるものにするには回収方式が重要であるが方式について 

  オ 分別回収が市民に良く理解されていないと考えるがゴミ質調査を実施し、

徹底を図るべき 

 (2) ゴミ減量について 

  ア ３地域別、種類別ゴミ量について 

  イ 平成２５年度廃棄物処理における委託費の形態比較について 

  ウ 地方自治法で禁じられている相殺契約廃止後の売却収入の推移について 

  エ 資源類の持ち去り防止対策について 

 

２ 市民協働行政 

 (1) 空き家対策の取り組み方針について 

  ア 空き家対策の目的 

  イ 空き家発生の背景 

  ウ 空き家の現状 

  エ 空き家の課題 

  オ 空き家対策の基本的な考え方 

 (2) 空き家対策条例制定について 

  ア 条例制定の時期について 

 

 

質問順位       ２  金子雄一 （一括質問・一括答弁式） 

 

１ 市民協働行政について 

 (1) 「鴻巣市地域防災計画」の修正状況と今後の取り組みについて 

  ア 現状について 

  イ 問題点や課題について 

  ウ 修正の基本的内容について 

  エ 市民の意見・要望等について 

  オ 今後の取り組みについて 
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２ 環境産業行政について 

 (1) 「住宅用新・省エネルギー機器設置費補助事業」について 

  ア 事業に関する基本的スタンスについて 

  イ 第１期の申し込み状況・反響等について 

  ウ 第１期の成果や課題について 

  エ 他市町村の動向について 

  オ 本事業のこれからの進め方について 

 

３ 教育行政について 

 (1) 鴻巣市民大学講座「こうのとりアカデミー」について 

  ア 本事業を行う基本的な考えについて 

  イ 市民の参加状況等について 

  ウ 問題点や課題について 

  エ 今までの事業実績・成果について 

  オ 今後の方向性・実施内容について 

 

 

質問順位       ３  橋本 稔 （一問一答式） 

 

１ 教育行政について 

 (1) 小・中学校へのエアコン設置について 

  ア 本市の気温の変化は 

  イ 小・中学校での熱中症の現状は 

  ウ 熱中症の対策は 

  エ エアコン設置はできないか 

 

２ 福祉行政について 

 (1) 高齢者の孤独死防止対策について 

  ア 高齢者を見守る民生委員、福祉見守り員の現状は 

  イ 市職員が直接見守る体制はできないか 

  ウ あんしん見守りシステム導入はどうか 

 

３ 市民協働行政について 

 (1) 地域コミュニティ活動の推進について 

  ア 本市の自治会加入率は 

  イ 孤立する市民と行政との協働はどうするか 

 

 

質問順位       ４  並木正年 （一括質問・一括答弁式） 

 

１ 教育行政 
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 (1) 小・中学校へのエアコン設置について 

  ア 教室内の温度計測 

  イ 高温による授業への影響は 

  ウ 児童・生徒の熱中症対策 

  エ 耐震化工事完了後の学習環境の整備 

  オ 今後の課題と取り組み方 

 

２ 経営政策行政 

 (1) 「ふるさと納税」制度の工夫と活用について 

  ア 本市の状況 

  イ 基金の使途について 

  ウ 寄附者への特典と物産品の活用 

  エ 今後の工夫と取り組み 

 

 

質問順位       ５  菅野博子 （一問一答式） 

 

１ 都市整備行政 

 (1) 東口再開発事業への市長の政治姿勢 

  ア （株）エルミ鴻巣の安定経営の方向性を示せ 

    （Ｈ２５．３．３１ ２０億１５３万６４３７円の負債、 

△２８００万９４８８円の繰越利益剰余金） 

  イ この間の空きビル床の売却、貸し出しの状況 

  ウ 映画館運営 

   （ア） 開館直前の出水の原因と開業になるまでの経過、かかった費用負担 

   （イ） 膨大な市費を投下した成果をどうとらえているか 

ホールの利用状況、取り組み事業内容、商店街の活性化など 

   （ウ） 儲けが少ない場合の協定書による両者協議の内容 

 (2) 駅通り地区再開発事業への市長の政治姿勢 

  ア 物価高・高齢化による福祉切りすての中で、大型開発政治を福祉優先の 

政治にかえるべき 

  イ マンション建設こそ民営で行うべき 

  ウ 北本に習い、住民投票で民意を問うべき 

 

２ 福祉行政 

 (1) 最低限度の生活を保障する生活保護行政を 

  ア 生活保護費引き下げの実態 

  イ 就労支援は本人の特性に沿って慎重に行うべき 

  ウ 生活保護費減額による影響 

  エ 税滞納者や保護基準未満の世帯への対応 

  オ 審査請求の説明書を窓口におく事 
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３ 教育行政 

 (1) 小・中学校普通教室へのエアコンの設置を 

  ア 室温調査の結果をどうとらえているか 

  イ 市民からの声に「大型改修後」などと言って切りすてる政治で良いのか 

  ウ 「ミスト」をリースで導入したと言うが、その効果とエアコンをリース 

で導入した場合の費用 

 (2) 小・中学校の各階に人数に見合う「冷水機」の設置を 

 (3) 福島県立川口高校入学の優位性を進路相談の中で積極的に入れる事 

  ア 友好都市金山町との交流 

少人数のゆき届いた教育、補助制度による安い学費など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


